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点 異 と 考 顛
1. 日周)胡変動
午前7時にど-ク(24.4lダ/100me)に通し,11時ま
でなだらかにさがり,以後魚敵に午後7時までさがり最
低 (10.7FLg/100me)になり,Masonetal.(1968)
が21匹の Rhcsusmonkcyで 17･OHCSを測定した
結果と同じような曲組になった.またヒトについての
Migeonetal.(1956),Perkoffetal.(1959)等
の結果と同じような幌向の結果を示したことは邦味深
い｡
2. 副腎皮質ホルモン分泌皿と社会的順位
前突験に使用したサルは,過去お互いに密接な按姐を
もつ市なく飼育され,これまでにひとつの〆Jt,-7●とし
て生活したことはない｡そこで本突放では一つのグJt,-
7-として飼育され社会的順位を構成する以前の個々の
plaSmaCOrtisolの分泌丑と,9'ル-7'として生活し
た時の社会的順位との問に何んらかの相関があるかどう
- かなしらべた.社会暇位についてその順位の結果を商い
方からABCDEとすると,plasmacortisolの一日
平均分泌丑の個体の順位は多い方からDEACBであっ
た｡社会的順位と分泌丘の順位をケyドルの相関係数で
みてみると-0.4の逆相関があるが,例数が少いため
と相関自身が低いため有忠な相関とはいえなかった｡
DavJsetal.のマウスの報告では社会順位が市いほ
ど,副腎の盃丑は軽くなっている｡Hayamaのカニク
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